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私
が
学
会
長
を
務
め
た
国
際
胚
移
植
学
会

の
第

33

回
年
次
大
会
が
、
平
成

19

年
１
月

に
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
参
加
者

を
中
心
に
世
界
各
国
の
研
究
者
を
つ
く
ば
市

に
招
聘
し
、
次
世
代
の
畜
産
を
先
導
す
る
革

新
的
家
畜
生
産
技
術
で
あ
る
体
細
胞
ク
ロ
ー

ン
技
術
の
進
展
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
１
月

12

日
〜

13

日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
し
ま

し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
柴
田
所
長
の
挨
拶の

後
、
ま
ず
、Th

e
r
i
o
g
e
n
o
l
o
g
y

誌
のC

o
-

E
d
i
t
o
r
-
i
n
-
C
h
i
e
f

で
あ
る
カ
ナ
ダ
の

K
a
s
t
e
l
i
c

博
士
が
、「
ク
ロ
ー
ン
の
進
展　

T
h
e
r
i
o
g
e
n
o
l
o
g
y
 

投
稿
論
文
を
振
り
返
っ

て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
基
調
講
演
を
行
い
、

次
い
で
、
ち
ょ
う
ど

10

年
前
に
ク
ロ
ー
ン
羊

（
ド
リ
ー
）
の
作
出
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し

た
イ
ギ
リ
スN

o
t
t
i
n
g
h
a
m

大
学
のC

a
m
p
b
e
l
l

博
士
が
、「
体
細
胞
核
移
植
胚
の
発
生
に
お
け

る
卵
母
細
胞
と
そ
の
カ
イ
ネ
ー
ス
の
役
割
」

と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
計

19

名
の

招
待
研
究
者
か
ら
の
講
演
と
、
22

件
の
ポ
ス

タ
ー
発
表
（
日
本
の
他
４
ヶ
国
か
ら
参
加
あ

り
）
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

V
a
j
t
a

博
士
が
ハ
ン
ド
メ
ー
ド
ク
ロ
ー
ニ
ン

グ
と
言
う
簡
単
な
ク
ロ
ー
ン
胚
作
成
技
術
に

つ
い
て
発
表
さ
れ
、
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
効
率
的
な
ク
ロ
ー
ン
豚
の
作
出
方
法

に
関
す
る
研
究
や
ク
ロ
ー
ン
家
畜
及
び
そ
の

後
代
の
正
常
性
に
つ
い
て
の
研
究
な
ど
最
新

の
成
果
が
発
表
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
若
い
研
究
者
向
け
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ“

科
学
論
文
を
英
語
で
投
稿
し

よ
う
と
す
る
著
者
の
た
め
に”

を
同
時
に
開

催
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
諸
外
国

17

ヶ
国
か
ら

38

名
を
含
む
計
１
９
５
名
が

参
加
し
ま
し
た
（
ポ
ス
タ
ー
発
表

22

名
、
な

ら
び
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

58

名
を

含
む
）
。

　

国
際
胚
移
植
学
会
直
後
の
開
催
に
も
か
か

わ
ら
ず
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
性
成
熟
に
達

し
た
ク
ロ
ー
ン
家
畜
、
お
よ
び
そ
の
後
代
の

正
常
性
が
確
認
さ
れ
た
有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
n
i
l
g
s
.
n
a
r
o
.
a
f
f
r
c
.
g
o
.
j
p
/

c
o
n
f
e
r
e
n
c
e
/
m
o
n
d
a
i
b
e
t
s
u
2
0
0
6
/

y
o
r
y
o
0
1
1
2
.
h
t
m
l

　

（
日
本
語
版
）

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
i
a
s
.
a
f
f
r
c
.
g
o
.
j
p
/

2
0
0
7
t
m
a
b
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

　

（
英
語
版
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
・
ポ
ス
タ
ー
発
表
の

要
旨
集 

(

79

ペ
ー
ジ)

 

を
発
行
し
ま
し
た
。

w
e
b

上
（
英
語
版
）
で
公
開
中
で
す
。

（
研
究
管
理
監　

永
井　

卓
）

Topics

Ｎ
Ｉ
Ｌ
Ｇ
Ｓ
平
成
18
年
度
問
題
別
研
究
会　

Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｓ
動
物
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
２
０
０
７
動
物
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
つ
く
ば
会
議
」

　
　
　

｜

体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
技
術
の
進
展

｜

イギリスNottingham大学のCampbell博士
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た
。
今
回
の
情
報
交
換
会
で
得
ら
れ
た
情
報

が
、
全
国
各
地
で
普
及
推
進
に
あ
た
っ
て
い

る
指
導
者
や
、
研
究
者
に
と
っ
て
有
用
な
も

の
と
な
り
、
飼
料
イ
ネ
の
作
付
け
面
積
の
一

層
の
増
加
に
結
び
つ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
関
東
飼
料
イ
ネ
家
畜
飼
養
研
究

　
　

サ
ブ
チ
ー
ム
長　

中
西
直
人
）

　

平
成

18

年
度
「
飼
料
イ
ネ
の
研
究
と
普
及

に
関
す
る
情
報
交
換
会
」
を
、
畜
産
草
地
研

究
所
と
（
社
）
全
国
農
業
改
良
普
及
協
会
、

農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
の
共
催
で
平
成
19

年
３
月

12

日(

月)

〜

13

日(

火)

の
２
日

間
、
さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
２
号
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
農
林
水
産
省
・
独
立
行
政

法
人
・
大
学
・
都
道
府
県
・
団
体
・
企
業
・

生
産
者
・
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
の
幅
広
い
分
野

か
ら
２
６
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
主
催
者

団
体
を
代
表
し
て
柴
田
正
貴
畜
草
研
所
長
、

協
賛
団
体
の
（
社
）
全
国
農
業
改
良
普
及
支

援
協
会
大
森
昭
彦
会
長
、
農
林
水
産
省
関
東

農
政
局
河
崎
厚
夫
次
長
か
ら
挨
拶
お
よ
び
趣

旨
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
基
調
講
演
、
行

政
の
取
り
組
み
、
３
県
か
ら
地
域
の
取
り
組

み
事
例
・
技
術
紹
介
な
ら
び
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
稲
発
酵
粗
飼
料
を
給
与
し
た
畜

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
試
み
、
生
産
コ
ス
ト

低
減
の
た
め
の
技
術
開
発
と
そ
の
普
及
に
つ

い
て
検
討
・
協
議
し
ま
し
た
。
基
調
講
演
で

は
、
九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
の
堀
田

助
教
授
よ
り
B
S
E
発
生
以
降
の
牛
肉
に
対

す
る
消
費
者
の
安
全
・
安
心
へ
の
意
識
の
変

化
を
踏
ま
え
た
上
で
、
稲
発
酵
粗
飼
料
給
与

牛
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
た
め
の
課
題
と

提
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
行
政
の
取
り
組
み

で
は
、
農
林
水
産
省
生
産
局
畜
産
振
興
課
山

内
課
長
補
佐
よ
り
、
水
田
に
お
け
る
飼
料
作

物
等
の
振
興
対
策
お
よ
び
稲
発
酵
粗
飼
料
の

増
産
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
取
り
組
み
で
は
、

茨
城
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
の
先
進
事
例
が

報
告
さ
れ
、
飼
料
イ
ネ
生
産
拡
大
に
向
け
た

県
の
取
り
組
み
、
家
畜
尿
液
肥
の
利
用
、
稲

発
酵
粗
飼
料
給
与
牛
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
技
術

紹
介
で
は
、
飼
料
イ
ネ
品
種
の
育
種
、
収
穫

機
械
の
開
発
、
乳
肉
牛
へ
の
給
与
技
術
、
β

｜

カ
ロ
テ
ン
の
簡
易
分
析
法
等
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

19
年
度
か
ら
耕
畜
連
携
水
田
活
用
対
策
の

制
度
変
更
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
耕
畜
連
携

の
組
織
作
り
な
ど
普
及
・
指
導
の
果
た
す
べ

き
役
割
も
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
し

平
成

18

年
度「
飼
料
イ
ネ
の
研
究
と
普
及
に
関
す
る
情
報
交
換
会
」

　
　

｜

稲
発
酵
粗
飼
料
の
高
品
質
化
と

　
　
　
　
　

ブ
ラ
ン
ド
畜
産
物
の
創
出
に
向
け
て
｜

発表者を中心にしたパネルディスカッション
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浄化システム研究チーム

福　本　泰　之

　

亜
酸
化
窒
素
（N

2 O

）
は
二
酸
化
炭
素
よ

り
も
約
３
０
０
倍
も
強
力
な
温
室
効
果
ガ
ス

で
あ
り
、
ま
た
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
性
質

も
持
っ
て
い
ま
す
。
窒
素
を
多
く
含
む
家
畜

排
泄
物
は
亜
酸
化
窒
素
の
発
生
源
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
気
体
を
発
生
さ
せ
な
い
排
泄

物
の
処
理
・
取
り
扱
い
方
法
を
開
発
す
る
こ

と
が
地
球
環
境
保
全
の
た
め
に
重
要
で
す
。

　

家
畜
排
泄
物
の
堆
肥
化
の
過
程
で
発
生

す
る
亜
酸
化
窒
素
を
調
べ
た

結
果
、
こ
の
気
体
の
発
生
量

は
堆
肥
中
の
亜
硝
酸
態
窒
素

の
量
に
依
存
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
（
図
１
左
）
。

亜
硝
酸
態
窒
素
は
排
泄
物
に

含
ま
れ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
を
微

生
物
が
酸
化
分
解
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
ま
す
。
通

常
、
亜
硝
酸
態
窒
素
は
さ
ら
に

硝
酸
態
窒
素
ま
で
酸
化
さ
れ

ま
す
が
、
堆
肥
化
の
過
程
で
は

そ
の
役
割
を
担
う
亜
硝
酸
酸
化
細

菌
の
増
殖
が
遅
れ
て
亜
硝
酸
態
窒

素
が
蓄
積
し
や
す
い
状
況
が
生
じ

た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

堆
肥
化
過
程
に
お
い
て
人
為
的
に

亜
硝
酸
酸
化
細
菌
を
添
加
し
た
と

こ
ろ
、
亜
硝
酸
態
窒
素
は
す
み
や

か
に
酸
化
さ
れ
て
消
失
し
、
硝
酸

態
窒
素
に
変
化
し
（
図
１
右
）
、
亜

研究者

訪　問

酸
化
窒
素
の
発
生
量
を
約

80

％
減
少
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
図
２
）
。

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
は
、
科
学
者
の
予
想

よ
り
も
早
く
現
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
こ
の
結
果
を
で
き
る
だ
け
早

く
現
場
に
適
応
す
る
た
め
の
研
究
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
亜
酸
化
窒
素
の

　
　
　

発
生
を
少
な
く
す
る
堆
肥
化

図１　�堆肥中に亜硝酸が蓄積すると亜酸化窒素（N2O）
ガスの発生量が大きくなるが（左半分）、亜硝酸
酸化細菌を添加すると亜硝酸が酸化分解されて
ガスの発生が抑えられる（右半分）

図２　�豚ふんの堆肥化処理における亜酸化窒素発生パ
ターン

　　　矢印は亜硝酸酸化細菌を添加した時点
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ポ
リ
リ
ン
酸
と
は
そ
の
名
の
通
り
リ
ン
酸

の
重
合
体
で
す
。
単
純
な
物
質
で
す
が
リ
ン

酸
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵
、
遺
伝
子
発
現
や

タ
ン
パ
ク
質
分
解
の
制
御
、
環
境
ス
ト
レ
ス

の
緩
和
な
ど
実
に
多
様
な
生
理
機
能
を
担
っ

て
い
ま
す
。
応
用
面
で
も
食
品
添
加
物
、
医

薬
品
、
不
燃
材
料
、
廃
水
か
ら
の
リ
ン
酸
の

回
収
な
ど
様
々
な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
る

ス
ー
パ
ー
物
質
で
す
。
こ
の
ポ
リ
リ
ン
酸
を

ア
ー
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
菌
根
菌
の
機
能
解
析
に

利
用
す
る
試
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

ア
ー
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
菌
根
菌
（
図
１
）
は
多

く
の
草
本
植
物
の
根
に
「
共
生
」
す
る
カ
ビ
の

仲
間
で
、
植
物
の
養
分
吸
収
を
助
け
る
働
き

を
し
ま
す
。
こ
の
菌
が
共
生
し
た
植
物
は
土

壌
養
分
を
効
率
的
に
吸
収
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
乾
燥
や
病
気
に
対
す
る
抵
抗
性
も
増
す

の
で
、
農
業
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
植
物
に
共
生
し
な
い
と
増
殖
で
き

な
い
な
ど
取
扱
い
が
難
し
く
、
生
化
学
的
な

分
析
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
そ
こ

で
、
こ
の
菌
が
土
壌
か
ら
植
物
に
リ
ン
酸
を

運
ぶ
過
程
で
ポ
リ
リ
ン
酸
を
大
量
に
合
成
す

る
事
に
着
目
し
（
図

2

）
、
ポ
リ
リ

ン
酸
を
指
標
と
し
た
菌
根
菌
の
機

能
評
価
を
行
っ
て
、
菌
根
菌
利
用

技
術
の
開
発
に
つ
な
げ
よ
う
と
い

う
わ
け
で
す
。

　

輸
入
し
た
肥
料
や
飼
料
に
頼
っ

て
農
産
物
を
大
量
生
産
す
る
方
式

は
一
見
効
率
的
で
す
が
、
環
境
へ

の
負
荷
が
大
き
く
、
長
期
的
に
は

大
き
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
ま

す
。
も
っ
と
自
然
界
の
仕
組
み
を

見
習
い
、
持
続
可
能
な
食
糧
生
産
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
く
事
が
大
切
で
す
。
陸

上
植
物
が
地
球
上
に
現
れ
た
頃
か
ら
数

億
年
に
渡
っ
て
植
物
生
育
を
支
え
て
き

た
菌
根
菌 

｜ 

そ
の
働
き
を
少
し
で
も

学
べ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ポ
リ
リ
ン
酸
で
菌
根
菌
を
観
る

図２　菌根菌の働き（模式図）
　　�菌根菌は根の届かない範囲のリン酸を吸収（①）してポリリン酸を

合成（②）し植物へと運びます（③）。根の中ではポリリン酸を分解
して植物にリン酸を供給（④）する代わりに植物の葉で作られた糖
（⑤）を受け取ります（⑥）。

図１　ニンジン毛状根に共生した菌根菌の胞子（矢印）
　　�一口に菌根菌と言っても直径100 μm 程度の小さ

な胞子を作るもの（Glomus intraradices,左）か
ら500 μm近い大きな胞子を作るもの（Gigaspora 
margarita,右）まで様々です。白いバーは1mm。
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平
成
19
年
3
月
6
日
、
畜
産
草
地
研
究
所
に
お
い
て
、
農

協
、
法
人
、
マ
ス
コ
ミ
、
大
学
、
独
法
研
究
所
、
県
の
機
関

な
ど
か
ら

38

名
の
参
加
を
得
て
、
畜
産
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
・

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
畜
産
シ

ス
テ
ム
を
評
価
す
る
う
え
で
必
要
な
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
の
収

集
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・
ア
セ
ス

メ
ン
ト
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
を
中
心
と
し
た
環
境
影
響
評
価
簡
易
計

算
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
の
情
報
交
換
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
で
す
。

　

事
務
局
の
趣
旨
説
明
に
続
い
て
、
京
都
大
学
大
学
院
農
学

研
究
科
教
授
の
廣
岡
博
之
先
生
が
「
家
畜
生
産
シ
ス
テ
ム
の

評
価
に
関
す
る
検
討
」
と
題
し
て
特
別
講
演
し
、
環
境
負
荷

と
経
済
性
に
つ
い
て
モ
デ
ル
に
よ
る
研
究
手
法
と
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を
説
明
さ
れ
、
評
価
す
る
視
点
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
参
加
者
が
約

1

時
間
半
に
わ
た
り
、
畜
産
に

お
け
る
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
・
デ
ー
タ
の
収
集
の
困
難
さ
や
、

収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
生
か
し
て
い
く
考
え
方
に
つ
い
て
活

発
に
討
議
し
ま
し
た
。
と
く
に
地
域
性
と
全
国
対
応
と
の
関

係
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
意
味
や
収
集
の
仕
方
等
が
論
点
と
な

り
ま
し
た
。
先
行
し
て
い
る
工
業
界
と
の
違
い
を
産
総
研
の

研
究
員
か
ら
述
べ
て
い
た
だ
き
、
日
本
Ｌ
Ｃ
Ａ
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
の
相
互
乗
り
入
れ
の
案
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
県
の
機

関
か
ら
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
収
集
に
ど
の
よ
う
に
参
加
し
て
い

く
の
か
、
ま
た
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
使
用
者
と
い
う
立
場
で
の

意
見
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
御
用
の
方
は
研
究
所
内
の
事
務
局

　

池
口
厚
男
（
畜
産
温
暖
化
研
究
チ
ー
ム
）

　

T
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�e-mail ikeguchi@affrc.go.jp

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
研
究
管
理
監　

羽
賀
清
典
）

　

平
成
19
年
2
月
14
日
に
、平
成
18
年
度
畜
産
草
地
試
験
研

究
推
進
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
に
行
わ
れ
た
評
価

企
画
会
議
で
は
主
要
研
究
成
果
候
補
課
題
に
つ
い
て
検
討

し
、
80

課
題
余
り
を
採
択
し
ま
し
た
。
18

年
度
の
主
要
研
究

成
果
に
つ
き
ま
し
て
は
近
日
中
に
研
究
成
果
情
報
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

　

17
年
度
ま
で
は
本
会
議
と
推
進
部
会
を
別
々
に
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、
18

年
度
は
推
進
部
会
を
と
り
や
め
本
会
議
に

統
合
し
ま
し
た
。
午
後
に
行
わ
れ
た
本
会
議
で
は
、
各
地
域

推
進
会
議
畜
産
草
地
部
会
の
報
告
が
な
さ
れ
、
各
研
究
専
門

分
野
・
地
域
の
研
究
情
勢
と
今
後
の
研
究
方
向
、
お
よ
び
、

重
要
研
究
問
題
と
そ
の
展
開
方
向
な
ど
が
検
討
さ
れ
ま
し

た
。
重
要
研
究
問
題
に
は
「
畜
産
草
地
分
野
に
お
け
る
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化

が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
か
で
、
バ
イ
オ
マ
ス

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で

す
。
一
方
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
原
料
と

し
て
の
利
用
量
が
増
加
し
て
飼
料
穀
物
が
高
騰
す
る
こ
と
な

ど
畜
産
へ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
も
あ
り
ま
す
。
飼
料
作
物
研

究
、
セ
ル
ロ
ー
ス
の
利
用
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
増
加
に
よ

る
畜
産
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
多
段
階
利
用
に

関
す
る
話
題
提
供
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
の

育
成
、
メ
タ
ノ
ー
ル
合
成
技
術
、
エ
タ
ノ
ー
ル
廃
液
の
処
理
・

利
用
、
濃
厚
飼
料
の
国
内
生
産
、
な
ど
へ
の
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
論
議
し
ま
し
た
。（

研
究
調
整
役　

佐
藤
義
和
）

平成18年度畜産草地試験研究推進会議

畜産インベントリー・コンソーシアムの設立
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平
成
19
年
３
月
15
日
に
長
野
県
御
代
田
町
の
佐
久
浅
間
農

協
小
沼
支
所
に
お
い
て
、
今
後
の
中
山
間
地
の
土
地
利
用
に

小
規
模
移
動
放
牧
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
を
論
議

す
る
「
中
山
間
地
有
畜
農
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
牛
が
ま
も
る
里

と
山
２
０
０
７
」
が
開
催
さ
れ
、
地
元
農
家
の
方
を
中
心
に

92

名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
基
調

講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
総
合
討
論
の
他
、
会

場
外
の
廊
下
に
お
い
て
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
山
地
畜
産
研
究

チ
ー
ム
の
研
究
紹
介
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
内
容
の
濃
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

 
 

岡
山
大
学
佐
藤
豊
信
教
授
の
基
調
講
演
に
続
き
、
４
人
の

話
題
提
供
者
（
長
野
県
専
技
、
放
牧
実
践
農
家
、
畜
草
研
２
名
）

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
小
規
模
移

動
放
牧
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
研
究
方
向
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
総
合
討
論
で
は
、
放
牧
経
験
牛
の

確
保
の
問
題
、
放
牧
を
開
始

す
る
に
当
た
っ
て
の
補
助
制

度
に
つ
い
て
等
が
話
題
に
上

が
り
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
内
容

に
つ
い
て
は
概
ね
好
評
で
、

定
期
的
な
開
催
や
他
地
域
で

の
開
催
を
望
む
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
も
新
し
い
企

画
を
考
え
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
山
地
畜
産
研
究
チ
ー
ム
長　

池
田
哲
也
）

中山間地有畜農業シンポジウム
「牛がまもる里と山2007」開催される

学会合同公開シンポジウム「食料・環境問題に
対する畜産・草地研究の貢献」

　

平
成

19

年
３
月

26

日
に
神

奈
川
県
相
模
原
市
麻
布
大
学
に

て
、
畜
産
草
地
研
究
所
と
の
共

催
で
日
本
畜
産
学
会
・
日
本
草

地
学
会
第
３
回
合
同
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
に

あ
た
っ
て
は
、
所
内
に
企
画
委

員
会
を
立
ち
上
げ
て
、
食
料
自

給
率
向
上
を
自
給
飼
料
生
産
基

盤
の
活
用
の
中
で
加
速
さ
せ
る

た
め
に
は
資
源
循
環
型
畜
産
を
ど
う
展
開
さ
せ
る
か
等
に
つ

い
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
背
景
と
し
て
自

給
飼
料
生
産
・
利
用
の
有
効
性
を
ど
の
よ
う
に
検
証
・
明
確
化

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
テ
ー
マ
は
「
食
料
・
環
境
問
題
に
対
す
る
畜
産
・
草
地
研
究

の
貢
献
」
と
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
栗
原
幸
一
麻
布
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
基
調
講
演

「
日
本
畜
産
の
展
開
と
畜
産
・
草
地
研
究
の
課
題
」
に
引
き

続
き
、
自
給
飼
料
生
産
に
お
け
る
Ｌ
Ｃ
Ａ
環
境
評
価
、
自
給

飼
料
生
産
に
お
け
る
水
田
や
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
活
用
、
放

牧
に
よ
る
新
た
な
肉
牛
飼
養
シ
ス
テ
ム
や
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
か
ら
み
た
循
環
型
畜
産
等
の
話
題
が
提
供
さ
れ
ま
し

た
。
舘
野
草
地
研
究
監
を
座
長
と
し
た
総
合
討
論
で
は
、
話

題
提
供
者
と
会
場
間
で
時
間
を
過
ぎ
て
も
熱
心
な
議
論
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
加
者
は
両
学
会
員
を

中
心
に
約
２
３
０
名
と
盛
況
で
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
一
般
の
方
も
約
50
名
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
放
牧
管
理
研
究
チ
ー
ム　

上
席
研
究
員　

山
本
嘉
人
）
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平
成
19
年
3
月
26
日
、畜
産
草
地

研
究
所
の
運
営
お
よ
び
研
究
方
向
を

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
評
価
し
て

い
た
だ
き
、
今
後
の
所
の
方
針
決

定
の
参
考
と
す
る
た
め
、
世
界
畜

産
学
会
長
のA

s
s
e
f
a
w
 
T
e
w
o
l
d
e

博
士
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

T
e
w
o
l
d
e

博
士
に
は
、
分
子
生
物
学

分
野
の
研
究
、
メ
タ
ン
排
出
に
関
す

る
研
究
、
ふ
ん
尿
の
処
理
・
利
用
に

関
す
る
研
究
、
飼
料
イ
ネ
に
関
す
る

研
究
な
ど
を
特
に
高
く
評
価
し
て
い

た
だ
き
、
国
外
と
の
研
究
協
力
を
一

層
進
め
る
よ
う
ご
助
言
い
た
だ
き
ま

し
た
。（

研
究
調
整
役　

佐
藤
義
和
）
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平
成

19

年
３
月
６
日
に
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
に
お
い
て
、

ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
「
か
し
こ
く
食
べ
て
健
康
に
」
｜

こ
こ

ま
で
分
か
っ
た
農
作
物
の
健
康
機
能

｜
（
主
催
‥（
独
）農
業
・
食

品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
、
農
林
水
産
省
農
林
水
産
技
術
会
議

事
務
局
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
教
室
で
は
、
最
近
の
消
費
者

の
健
康
志
向
に
応
え
る
た
め
、
農
研
機
構
が
開
発
し
た
日
本
の
主

食
で
あ
る
米
、
用
途
が
多
様
化
し
て
い
る
い
も
類
、
健
康
機
能
性

食
材
と
し
て
進
展
が
著
し
い
柑
橘
果
実
と
緑
茶
、
乳
製
品
な
ど
の

畜
産
物
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
当
研
究
所
か
ら
は
７
名
が
参
加
（
全

体
で
は
１
６
７
名
）
し
、
水
町
畜
産
物
機
能
研
究
チ
ー
ム
長
が
「
畜

産
物
の
機
能
性
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

機
能
性
食
品
等
の
試
食
、
試
飲
で
は
、
ギ
ャ
バ
（γ

-

ア
ミ
ノ
酪
酸
）

チ
ー
ズ
と
ホ
エ
ー
ド
リ
ン
ク
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
提
供
し
ま
し
た
。
ホ

エ
ー
ド
リ
ン
ク
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
参
加
者
か
ら
飲
み
や
す
い
と
好
評

で
、
早
く
商
品
化
し
て
欲
し
い
と
の
意
見
も
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
も
、「
興
味
を
持
っ
た
試
飲
・
試
食
」
で
１
位
、
ま
た
、
ギ
ャ

バ
チ
ー
ズ
も
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
参
加
者
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　

（
情
報
広
報
課
）

アグリサイエンス教室「かしこく食べて健康に」
−ここまで分かった農作物の健康機能−

世界畜産学会長Assefaw Tewolde博士来所

�畜産草地研究所ニュース No.22

National Institute of Livestock and Grassland Science
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